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１ まちなかとは 

 

  「まちなか」とは、中島川や大浦川の両岸に広がり、歴史的な文化や伝統を色

濃く残し、様々な都市機能が集中している古くからの市街地のことです。 

  まちなかは、長崎をけん引するエンジンにあたる重要な地域です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 まちなか再生の意義 
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２ まちなか再生はなぜ必要か 

 

  日本は、戦後の高度経済成長と人口の急増、車社会の到来によって、住宅や商

業施設の郊外化が進みましたが、２１世紀に入って、人口の減少（図１）や高齢

化によって、都市基盤が整ったまちなかの再興が課題となっています。国におい

ても、まちづくり３法を改正し、コンパクトシティの考え方に象徴される「集約

型の都市づくり」を打ち出しています。 

 

  長崎では近年、高層マンションの増加によってまちなか居住が進みつつありま

す。しかし、マンションの増加（図２）による周辺環境の悪化やコミュニティの

希薄化などのほか、特に狭い地域に歴史的建造物が集中する長崎では、歴史的景

観との調和（図3）が問題となっています。また、中心商業地の活力低下（図４・

図５）も深刻になっています。 

 

  一方で将来に目を転じると、中国をはじめとする東アジア諸国は世界の文化・

経済のけん引役に成長しており、近接する九州も新たな成長局面に入りつつあり

ます。古くからアジアや西洋との歴史的交流の担い手として独自の文化を創って

きた長崎は、住民が安心して質の高い暮らしを享受するとともに、文化によって

国際的な集客交流を行い、日本、九州の中でも個性ある都市として発展すること

が望まれます。 

 

  そのためにも、まちなかは、歴史及び文化資産の集積と商業・サービスなどの

集積を背景に、長崎をけん引するエンジンにあたる地域として、維持発展し続け

ることが必要です。 

 

  本委員会では、こうした考えのもと、まちなかについて、「人優先をより徹底す

ると共に、これまでの歴史や文化に加え、新たな魅力・活力を創造・発信するま

ちづくり」を目指し、「市民が誇りに思えるまちなかを、市民が主役になってつ

くる」ことを提言いたします。 
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＜まちなかの現状＞ 
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３ 再生計画の考え方 

 

  まちなかでは、これまで各分野で種々の施策が進められてきましたが、総合的

な視野に立つと、それぞれの事業の関連性が希薄で、相乗効果が図られず、充分

な効果が発揮できていないものも見受けられます。これは、長崎のまちづくりを

進める上で、まちなかを将来こういう街にしたいという、まちなかの将来像が共

有できていなかったところに大きな要因があるのではないかと思われます。 

まちづくりは、多くの人々が関係し、長い年月を要するチャレンジです。まち

づくりの目標（将来像）を明確にし、その実現に向け、着実に歩みを進めるため

の方法（進め方）を考え、具体的な手段（事業）を示し、共通の認識の上に立っ

て、まちなかの再生に取り組まなければなりません。 

  本報告では、こうした考え方から、次の３区分により、提言を行うこととしま

した。 

 

   提言の構成 

 

 

   目標 ⇒ まちなかの将来像       （第２章） 

 

 

 

    方法 ⇒ まちなか再生の進め方      （第３章） 

 

 

 

     手段 ⇒ まちなか再生のための事業提案   （第４章） 

 

 

4 



 

１ 将来像と地域特性によるゾーニング 

 

⑴まちなかの将来像 

  まちなかは、商業や行政などの都市の中心的な機能を果たしているほか、国際

交流によって育まれた異国情緒を求める観光によって、長崎の中枢核の役割を担

ってきました。今後も長崎の個性を輝かせる魅力的なまちなかであるために、こ

れらの魅力に更なる磨きをかけ、整った都市基盤や生活に便利な施設を活用した

居住推進や、新たなトレンドを創造・発信する機能を付加することが必要です。

そのためには、そこに暮らし集う人々が、まちに誇りを持ち、考え、そして何よ

りも行動することが求められています。 

  このような考えから、まちなかの将来像を次のように設定します。 

 

 

 歴史や文化を実感し発信するまちなか 

 

• 町家や洋館などの歴史的建造物を大切にし、地域の歴史特性に根ざした、地

域の魅力を表現する景観を形成します。 

• 長崎くんちに代表される町人文化などの特有の文化を伝承するとともに、長

崎から新たな文化を創造発信します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 まちなかの将来像 
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多様な世代が暮らしたくなるまちなか 

 

• 学校や病院、商店などの生活に便利な施設が整ったまちなかの特性を活かし、

次世代を担うファミリー層を中心に、多様な世代がふれあいながら、安全で

安心して、歩いて暮らせる環境を整え、まちなか居住を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人々が集い賑わうまちなか 

 

• 多くの人々が集い、賑わうまちにふさわしい魅力や活力を高めるとともに、

長崎ならではの新たな流行を創造・発信します。 

• 賑わいの連続性を意識し、まちにちりばめられた特色ある地域を回遊しやす

い環境に整えます。また、併せてまちなかへの交通の利便性を向上させます。 
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地域力が創造するまちなか 

 

• 地域のふれあいを大切にし、地域や市民自らが企業や行政、ＮＰＯ等の多様

な組織との連携を図りながら、まちを守り、育て、創るために行動し、その

集積がまちなかを支えるような地域の力や市民の力の結集を進めます。 
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 ⑵地域特性によるゾーニング 

  長崎のまちなかには、鎖国時代からの国際交流によって育まれた文化や物語が

蓄積されています。例えば、出島にもたらされた西洋文化、中国との交易による

新地周辺の文化や景観、町人文化を残す町家のまちなみ、開国後の居留地など日

本の中でも際立った個性を持つ地域が集まっています。 

  まちなかの再生のために、こうした長崎ならではの歴史や文化を重視し、８つ

の地区にゾーニングして、まちづくりを進めることにします。 

 

   ＜ゾーニング図＞ 
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     ＜ゾーン名＞        ＜まちづくりのコンセプト＞ 

西坂・諏訪の森ゾーン   豊かな緑と歴史を体感するやすらぎのまち 

江戸町・桜町ゾーン    行政・ビジネスの集積と都心居住のまち 

出島・元船・常盤ゾーン  みなとまちの風情と芸術のおしゃれなまち 

東山手・南山手ゾーン   異国情緒あふれる国際交流のまち 

新大工ゾーン       商店街・市場を中心としたふだん着のまち 

中島川・寺町・丸山ゾーン 和のたたずまいと賑わいのまち 

浜んまち・銅座ゾーン   長崎文化を体感し、発信する賑わいのまち 

館内・新地ゾーン     中国文化に触れ、食を楽しむまち 

 

 ⑶ゾーンのイメージ図 

  ゾーンのコンセプトを踏まえて、ゾーン毎にまちづくりの方針を設定しました。

また、具体的なイメージ図もゾーン別に提案します。 

  イメージ図では、既に進められている既存の事業はそのまま位置付けて表示し、

加えて、本委員会の提案を示しています。また、その提案を実現する事業につい

ては、第４章の「まちなか再生のための事業提案」で記しています。 

 

  ＜イメージ図の凡例＞ 
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  ①ゾーンの特性とまちづくりのコンセプト 

ゾーン名 特  徴 コンセプト まちづくりの方針 

西坂・諏訪の森ゾーン ・ 教会と周辺の緑の景観 

・ 長崎を代表する諏訪神社と鎮守の森 

・ 長崎の歴史や文化の体感、発信 

・ 緑豊かな市民の憩いの空間 

・ 高級感のある落ち着いた住環境 

・ 歴史的景観と調和した住環境 

豊かな緑と歴史を体

感するやすらぎのま

ち 

・ 教会、寺、神社が並ぶ歴史的景観と和の雰囲気を大切にする。

・ 緑を感じる落ち着いた住環境を守るため、建物の高さを抑

える。 

江戸町・桜町ゾーン ・ 県内一の行政やビジネスの集積 

・ 働きやすい環境 

・ 市民が学び憩う空間 

・ 住環境に配慮した都心居住推進 

・ 暮らしやすい空間 

行政・ビジネスの集積

と都心居住のまち 

・ 働きやすい環境をつくり、行政・ビジネス機能を集積する。

・ 暮らしやすい快適な空間をつくり都心居住を推進する。 

出島・元船・常盤ゾーン ・ 水辺が感じられる景観 

・ 水辺を歩きたくなる憩いの空間 

・ 水辺が感じられる飲食施設 

・ 芸術文化の創造、発信と歩行者動

線 

・ 出島の魅力を活かした賑わい動線

みなとまちの風情と

芸術のおしゃれなま

ち 

・ 水辺の雰囲気が感じられ歩きたくなる空間をつくる。 

・ 芸術文化を創造発信する。 

・ 出島の歴史的魅力を活かした賑わいの回廊をつくる。 

東山手・南山手ゾーン ・ 守るべき洋館群と教会の景観 

・ 山手から海を望む景観 

・ キリスト教系の学校と山手の景観 

・ 長崎を代表する洋館の景観 

・ 石畳と坂と港 

・ 国内外の人々の交流 

・ 地元主催の居留地まつり 

異国情緒あふれる国

際交流のまち 

・ 長崎が世界に誇る教会や洋館のまちなみを守る。 

・ 山手の魅力を活かし、国内外の人々との交流を図る。 

・ 活発な地域コミュニティ活動を発展させ、他地域のモデル

にする。 

新大工ゾーン ・ 生活感のある古いまちなみと住宅地 

・ 昔ながらの銭湯 

・ 活気ある市場 

・ 住宅地に近い生活密着の商店街 

・ 老舗の商店 

・ 沿道(R34)に供給が進む中高層住宅

商店街・市場を中心と

したふだん着のまち 

・ 生活に密着した商店街の賑わいをつくる。 

・ 古いまちなみと調和した中高層住宅の建設を誘導する。 

中島川・寺町・丸山ゾーン ・ 中島川の潤いと石橋群の景観 

・ 古くからの町割りと石橋からの眺め 

・ 長崎を代表する寺院群 

・ 町人文化がいきづく町家の街並み 

・ 町人文化を代表する長崎くんち 

・ 古くから長崎のもてなしをしてき

た料亭 

・ 料亭文化を支える長崎検番 

和のたたずまいと賑

わいの粋なまち 

・ 町人文化が息づくまちなみを守り、建物の高さを抑える。

・ 商店街の賑わいと地域のふれあいを活かし、多様な世代の

居住を進める。 

・ 歩行者が安全で楽しく歩ける空間をつくる。 

浜んまち・銅座ゾーン ・ 広域から集客する賑わいのアーケード 

・ 鮮魚販売を中心とした築町周辺 

・ 長崎一の夜の歓楽街 

・ 渋滞の春雨通り 

・ 集中している交通の利便性の向上

・ 県内一の商店街 

長崎文化を体感し、発

信する賑わいのまち 

・ 商業、飲食や娯楽の魅力を高め、広域からの集客を図る。

・ 若者が集まり新しい商品や文化を生み出すまちをつくる。

・ 交通の利便性を高める。 

・ パブリックスペースを確保する。 

館内・新地ゾーン ・ 長崎の中国文化の顕在化 

・ 中国文化の体験 

・ 中華料理店が並ぶ中華街 

・ 食べ歩き 

・ 唐人屋敷 

 

中国文化に触れ、食を

楽しむまち 

・ 唐人屋敷跡を整備し、長崎の中国文化を顕在化する。 

・ 中華街を中心として、食べ歩いて楽しいまちをつくる。 
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  ②各ゾーンのイメージ図 

   ➊西坂・諏訪の森ゾーン 
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   ➋江戸町・桜町ゾーン 

 

14～15 



 

   ➌出島・元船・常盤ゾーン 

 

16～17 



 

   ➍東山手・南山手ゾーン 

 

18～19 



 

   ➎新大工ゾーン 
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   ➏中島川・寺町・丸山ゾーン 
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   ➐浜んまち・銅座ゾーン 
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  ➑館内・新地ゾーン 
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２ まちなかと周辺地域との交通ネットワーク 

 

  まちなかに整っている様々な都市機能を、広域から利用しやすくするために、

まちなかの機能強化と併せて、各地域との移動を支える交通ネットワークの充実

が不可欠です。そこで、まちなかと各地域を公共交通で結び、地域間移動を確保

するような都市構造への転換を進める必要があります。 

 

 ＜広域交通ネットワークの基本的な考え方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちなかと各地域を公共交通でネットワーク 

・ 路面電車の延伸 

・ ＪＲ近郊型運転への移行 

・ 区間直行バスの運行 

各地域内は乗り換えターミナルを基点に地区内循環 

・ 地区内循環バス（コミュニティバス）の運行 

・ 補完交通としてミニバスや乗合タクシーの運行 

まちなか区域内は幹線道路を一定間隔に配置し公共交通網を整備

・ 路面電車の都心回遊性の向上 

・ 都心循環バスと路面電車の連携 

・ 駐車場の幹線道路沿いへの集約 

・ 幹線道路で囲まれた区域内は歩行者優先区域 
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 ■広域交通ネットワークの基本模式図■ 
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        幹線道路 

      補助幹線道路 

凡例 

まちなかと各地域の交通ネットワーク 

各地域のネットワーク 

地域内循環バス
（コミュニティバス） 



 

３ 建物の高さと都市計画道路の見直し 

 

  まちなかの再生を検討する上で、慎重な検討が必要と判断した事項について、

「まちなかミーティング」を計６回開催し、地域との議論を深めました。それら

を踏まえ、委員会としては次のように提案します。 

 

 ⑴建物の高さのあり方 

これまでは建築コストが高いなどの理由により、規制がなくても超高層建物が

建てられることはありませんでしたが、技術革新等によって建築の可能性が高ま

っています。そこで、まちなかの住環境を保ち、まちなかを取り囲む山並みや港

を展望できる景観、重要な文化財・観光資源を守るため、当委員会としてはまち

なかミーティングで以下のような提案を行いました。 

 

  ［まちなかミーティングでの提案内容］ 

① まちなか全域を対象に、統一的な高さ規制を行う（例：19 年 9 月以降、

京都市では全域を対象に３１ｍの高さ規制を実施）。ただし、周辺環境に配

慮した計画については、高さ規制を緩和することも可能にする。 

② 歴史的景観などの保護が必要な地域や通りについては、①に加えて個別に

より厳しい規制を行う（例：長崎市の山手地区は伝統的建造物群を守るため

にすでに個別規制を実施）。 

③ 重要な文化財や観光資源については、その周辺やそこからの眺望を守るた

め、①に加えて個別により厳しい規制を行う。 

 

まちなかミーティングでは、こうした提案に対して、高さ規制は必要であると

の意見が大勢を占めましたが、手法については「私権の制限になるとともに、マ

ンションの供給減少や価格上昇を招き、まちなか居住を進める観点に逆行するの

ではないか」との懸念から、「まちなか全域を一律に規制するのではなく、ゾー

ンの特性によって、高層化を促進する地区と歴史的景観等を守るために厳しく規 
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制する地区に分けてはどうか」との意見も寄せられました。 

また、ミーティング参加者を対象としたアンケート（無回答を除く）では、ま

ちなかの建物の望ましい高さの限度について３０ｍ程度とする回答が 61％と過

半数を占めました。 （１５ｍ：21％、４５ｍ：１４％、６０ｍ：４％） 

  こうした意見を踏まえて、当委員会としては、以下のような最終提案を行うこ

ととしました。 

 

   委員会の最終提案 

•  まちなかの住環境（図１）や全体的な景観（図２、図３）を守るための

基本的な姿勢として、まちなか全域を対象とした統一的な高さ規制を行う。

ただし、各ゾーン毎の計画を策定する段階で、緩和の条件等を定め、住民

参加の審査体制を整備するなどルールを定めることで、メリハリのきいた

土地活用を行うことができるようにする。なお、統一的な高さ規制の具体

案としては、歴史や文化、まちなみ景観の観点や、消防法上の扱いから、

31ｍとすることとし、緩和する場合の高さは45ｍを限度とする。 

•  ②（個別地域や通りの規制）、③（眺望等を守る個別規制）（図４）につ

いては、有識者を中心とする専門委員会等の意見をもとに、住民の意向等

を加味して、ゾーン毎の計画を策定する。 
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  図１ 

   住環境の視点からの高さ誘導の考え方 

 

 

 

     

まちなかのほとんどは、用途地域が商業地域で高い容積率が設定されていますが、実際の利用としては住居系の建物が多く、建物階数が低い区域もあります。 

そうした地域に、高い建物が建設されると、プライバシーや圧迫感、日照障害などの住環境に係る問題が懸念されます。 

そのため、住環境を保全するために高さなどの誘導が必要と考えられる区域を、「実際の利用が住居系の建物が多い区域で、建物の高さが低い区域」として、該当する地域を分析す

ると、次の区域が浮かび上がります。 
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   都市景観の視点からの高さ誘導の考え方 

 
図２ ＜シルエットの保全＞ 

＜地域特性に応じた誘導（面・線・点）＞ 
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船で長崎港に入ってきた場合のイメージを保つ為には 

敷地で最大の容積を利用した 100ｍ級の建物が

個々に建設された場合のイメージ 

高さをコントロールした場合のイメージ 

稲佐山 風頭山 

市街地からの景観で長崎のイメージを保つためには 

稲佐山 風頭山 

図3 

図 4 

落ち着いた現行のまちなみ ４５ｍ級の建物が建った場合 

（沿道を眺める人の目線の高さ） 



 

 ⑵都市計画道路の見直し 

 

昭和 20年代に計画された都市計画道路のうち、まちなかでは５路線が長期未

着手となっています。委員会では、人口減少や少子高齢化などを踏まえて以下の

ような提案を行いました。 

 

  ［まちなかミーティングでの提案内容］ 

① 人口減少時代を迎えて交通量が増加する可能性は少ないことから、人優先

を徹底するとともに歴史的な景観を守るために、計画は基本的に廃止する。

ただし、大浦山手線の仁田小学校付近から海星高校付近については、代替す

る道路がないことから計画通り整備する。 

② その上で、歩行者の安全確保や交差点の渋滞緩和等を実施する。 

 

まちなかミーティングでは、こうした提案に対してほぼ賛同が得られました。

なお、一部路線について一方通行の社会実験を行いましたが、歴史的景観の保

存や歩行者の安全確保にとって必要とする声がある一方、商店街等から営業上

好ましくないとの意見もありました。 

  こうした意見を踏まえて、当委員会としては、以下のような最終提案を行うこ

ととしました。 

 

   委員会の最終提案 

•  計画は基本的に廃止する。ただし、大浦山手線の仁田小学校付近から海

星高校付近については、代替する道路がないことから計画通り整備する。 

•  その上で、歩行者の安全確保や交差点の渋滞緩和等について、関係者と

十分な協議を行い、必要な改善策を実施する。 

•  地域との協議では、道路整備のあり方と地域のまちづくりを総合的に見

据えた具体的な選択肢を示すと共に、地域でもこの機会を捉え、まちづく

りの協議会等を組織し、住民と行政の協働した取り組みで進める。 
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  まちなかでの長期未着手都市計画道路の位置図 
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片淵町松ヶ枝町線

中島川東川端線

大黒町寺町線

大浦山の手線 

中通り線

未整備延長 計画幅員 現況幅員 凡例

単位：ｍ 
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１ 計画期間と目標とする指標 

 （1）計画期間 

  まちなか再生計画については、長期間にわたる取り組みが重要ですが、まちな

か再生とも関連がある長崎駅周辺整備関連事業が概ね10年後を目途に進んで

いることを踏まえ、本計画については10年間（平成30年まで）を計画期間

とします。 

計画期間⇒平成30年（計画策定の10年後） 

 （2）目標とする指標 

   本計画では、人々がまちなかに暮らし、集うことを目的にしているため、目

標とする指標は、定住人口と歩行者通行量とします。なお、まちなかでの暮ら

しやすさや文化創造などの質的な側面については、必要に応じて調査を行うな

ど、配慮することとします。 

   定住人口  国勢調査によると、減り続けてきたまちなかの人口は平成 12

年が最小で 22,007 人でしたが、平成１７年には 22,720 人

まで増加しました。この人口増加率を今後も維持し、平成初期

の人口密度約 100 人/ha まで高めることを目標として、定住

人口は約 24,000 人に設定します。これにより長崎市の総人

口に占めるまちなか居住の割合は平成 12 年の 4.7％から

5.9％まで高まります。 

 

   歩行者通行量 まちなかの主要 17 地点における通行量（平日と休日の平均）

はこのところ減少を続け、平成17年には171,422人と長崎

市の総人口の 37.7％になっています。今後は総人口に対する

割合を大型店出店前の平成初期（50％程度）まで高めること

を目指し、約20万人を目標にします。 

   目標とする指標 

項目 現状（平成 17年） 計画（平成30年） 増進 

定住人口 22,720人 24,000人 約 1,300人

歩行者通行量※１ 171,422人 200,000人 約28,000人

 

第３章 まちなか再生の進め方 

※１ 歩行者通行量：まちなかの主要 17 地点の休日と平日の通行量合計の平均値 
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  定住人口の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  通行量の目標 
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（注意）H32,H37の数値は、H30年の目標値を仮置きしたものです。

（注意）H32,H37の数値は、H30年の目標値を仮置きしたものです。



 

２ 再生のための手順 

 

  まちなかの再生に向け、市民、企業、大学、行政など多様な主体が積極的にま

ちづくりに参画し、お互いの得意分野を活かしながら協働する仕組みが必要です。

特に各ゾーンのまちづくりでは、「自分たちの街は自分たちでつくる」との地域

の主体的な参画を重視し、選択と集中のもとで、行政が支援することが必要です。 

  こうした観点から、以下のような実施手順が求められます。 

 

  ＜実施手順＞ 
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 ⑴まちなか再生推進の基本方針 

  市はまちなか再生に向けた基本的な考え方を整理し、「まちなか再生推進の基本

方針」を定め、市民に周知します。なお、基本方針は、条例化に移行することを

念頭に策定します。 

 

 ⑵まちなか再生推進ガイドライン 

  基本方針を具体化するうえで、守るべきルールや、地域が検討する自主的なま

ちづくり計画の内容、市の支援方策などのガイドラインを定めます。 

 

 ⑶自主まちづくり計画 

  地域住民が主体となって地域の将来像とそれを実現するための方策を検討し、

地域の総合計画にあたる「自主まちづくり計画」を定めます。市はこの計画を認

定し、実現に向けて積極的に支援します。 

 

 ⑷アクションプログラム 

  ①自主まちづくり事業 

認定された自主まちづくり計画で定められた事業について具体的に整理し、

実行に移します。 

 

  ②リーディングプロジェクト 

   自主まちづくり事業とは別に、まちなか全体を対象とした先行プロジェクト

を以下の視点から実施します。 
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   ＜選定の視点＞ 

    ●まちなかの将来像を市民が感じる事業 

    ●民間投資を誘発する先導的な事業 

    ●まちなかの再生を進める推進母体の組織化 

    ●早期に着手しないと残すことができなくなるもの（建物・景観・文化等）

を保全する事業 

    ●長崎駅周辺の整備など関連する動向を踏まえ、早期に着手する必要があ

る事業 

 

 ⑸まちなか再生推進会議 

  市民、企業、大学、行政などの多様な主体が参加し、まちなか再生について以

下のような項目をリードする「まちなか再生推進会議」をつくり、計画（Plan）、

実行（Do）、評価（Check）、改善（Action）の進行管理を行います。 

将来的には、独立した「まちづくり会社」を展開することを視野に入れること

も考えられます。 

 

【５つの柱】 

  ①自主まちづくり計画の支援・認定 

   ・計画の策定を支援するとともに、市による認定に先立って意見を具申しま

す。また、認定された計画の実行を支援します。 

 

  ②リーディングプロジェクトの助言・追加認定 

   ・プロジェクトの実施について助言を行うとともに、状況の変化に応じて、

新たなプロジェクトについても提言します。 

 

③公募型まちづくり事業の支援 

・民間の創意工夫を発揮してまちなか再生を進めるため、事業の公募を行う

こととし、募集や選定について助言します。 
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④まちなか応援団の支援 

   ・多様な主体によるまちなか再生を行うため、「まちなか応援団」の結成を呼

びかけ、その活動を支援します。 

 

  ⑤多様な資金調達手法の検討 

   ・公的資金以外にもまちなか再生のための多様な資金計画を行う必要があり、 

資金調達手法の検討を行います。 

   

 

 

 ⑹市の推進体制の強化 

  まちなか再生は、人口減少や少子高齢化など、今後の社会動向を踏まえた新た

な長崎のまちづくりにとって、最も重要な取り組みです。市の「長崎市第三次総

合計画後期基本計画」においても重点プロジェクトに位置づけられており、市と

しても担当部署の強化や横断的な推進体制の構築など全庁的な取り組みを行う

ことが必要です。 
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１ 分野ごとの事業の提案 

 

  まちなかの将来像の実現に向けて、自主まちづくり計画を策定するうえで参考

となる方策を、以下のような分野ごとに提案します。これらは、「景観と地域文

化」、「道路と交通」、「居住と賑わい」の視点からの事例であり、市民の総意によ

って、新たな方策を生み出すことが望まれます。 

   

  ＜分野別の提案事業の体系＞ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 まちなか再生のための事業提案 
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⑴まちなかの景観形成 

 

⑵地域文化の発展・継承 

基本方針 重要検討方策 提案事業 

歴史的建造物等の保全 

○ 景観形成対象物の指定による建築物の保全 

○ 景観まちすじ地区指定によるまちなみ景観の保全・育成

① 歴史的建造物等を大切にするまちをつくる 

長崎ならではの歴史・伝統・文化がある町家や洋館と

いった歴史的建造物等を、将来へ引き継ぐべき貴重な

財産として、保全、継承していくことを目指します。

歴史的建造物等の保全・活用支援方策 

歴史的建造物等の活用 ○ 町家などの借り上げ斡旋システムの構築による活用 

景観骨格軸の形成 ○ 景観計画の策定による景観骨格の明確化 

建築物の規制と誘導 ○ 建築協定制度などの活用による景観誘導 

屋外広告物の規制と緩和 ○ 景観保全型広告整備地区指定によるまちなみ景観の育成

② 調和の取れたまちなみをつくる 

長崎独特の海・山・坂の変化ある地形や歴史・伝統・

文化を、まちの個性として大事にし、調和の取れた魅

力ある都市空間を目指します。 

調和した景観にふさわしい規制・誘導方策 

良好な景観の誘導 
○ マンション低層部の商業系用途への誘導による賑わい景

観の形成 

  

基本方針 重要検討方策 提案事業 

地域文化のイメージの表

現 

○ おくんちのお上りルートのまちすじ景観の形成 

○ おくんちだし物倉庫の建設支援 

地域文化の顕在化 
○ 地域の独自文化の掘り起こしによる誇れるまちづくり

（長崎さるく、食文化等） 

① 地域の特徴ある文化が目に見えるまちをつくる。 

地域のまつりや和・華・蘭文化を基調とする長崎固有の文化の

顕在化を図り、魅力あるまちを目指します。 

地域文化顕在化方策 

地域文化の伝承 ○ ちびっこ伝統文化講座等の開催による伝承支援 

地域社会の活性化 
○ 青年団活動等の支援による地域リーダーの育成 

○ 地域のまつり活性化による世代間交流の拡大 

② 地域のふれあいや地域文化を継承する仕組みを 

つくる 

地域住民のふれあいの場や地域文化の継承を目指します。 

魅力ある地域社会を育成する方策 

ふれあい市場の創出 ○ 朝市・フリーマーケットの開催による賑わい地区の拡大
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⑶交通機能の充実 

 

 

 

基本方針 重要検討方策 提案事業 

施設・サービスの充実 ○ 停留所の改善 

○ ダイヤの効率化 

① まちなかと周辺地域との交通利便性を高める。 

公共交通が充実することで、過度の自家用自動車利用を抑

制するとともに、まちなかへの移動をしやすくします。 

公共交通の利便性向上・乗り換え促進 

商業者との連携 ○ 買物客への運賃補填 

まちなかの移動の円滑化 ○ まちなかの幹線道路の整備促進 

通過交通の削減 ○ 歩行者優先ゾーンの設定（観光や買物などまち歩き

の需要が高い場所を中心に設定） 

② まちなかを支える道路ネットワークをつくる。 

「まち」と「ひと」の視点から、まちなかと周辺地域を結

ぶ道路ネットワーク、まちなか内の道路ネットワークを見

直し、まちの活性化を目指します。 

役割に応じた道路の区分と整備内容の 

見直し 

歴史、文化、景観に配慮した道

路整備 

○ 長期未着手都市計画道路の見直し 

安全で安心して歩ける仕組み

の構築 

○ 快適な歩行空間の確保 

○ 交通規制などの実施 

沿道空地の景観改善 ○ 100 円パーキングの景観誘導による魅力あるまち

なみの形成 

まち歩き環境の整備 

道案内システムの整備 ○ 通りの名を利用した道案内やマップ作成 

駐車場案内システムの高度化 ○ IT を利用した駐車場情報の提供 

春雨通りの渋滞の緩和 ○ タクシープールと乗り場の設置 

荷さばきルールの確立 ○ 時間帯による荷捌きの実施（規制緩和を含む） 

適正な場所への駐車場の集約

化 

○ 附置駐車施設設置の地域による見直し 

交通マナーアップの推進 ○ 市民モラルの向上のための啓発 

③ まちなかを安全で安心してゆっくり歩ける 

仕組みをつくる 

まちなかで快適に過ごし、居住するためには、安全で安心

してゆっくり歩ける（環境）仕組みをつくりことを目指し

ます。 

駐車、駐輪、荷捌き等施設の適正配置 

駐輪環境の改善  ○ 既存駐車場などにおける駐輪スペースの確保 
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⑷魅力ある道路空間の創出 

 

⑸まちなか居住の推進 

 

 

 

基本方針 重要検討方策 提案事業 

長崎らしい道路空間の整備 ○ 長崎らしい舗装（石畳等）の整備 

沿道空地の活用 ○ ポケットパーク的空間の確保 

道路の美化 ○ 「ポイ捨て防止重点地域」と「喫煙制限区域」の

指定 

無電柱化の推進 ○ 軒下配線など新しい無電柱化手法の導入 

① まちなかの魅力を高める空間をつくる 

歴史や景観や文化と一体となった美しい道路空間とすること

で、住んで、訪れて、歩きたくなるような環境を目指します。 

沿道景観と一体となっ

た美しい道路づくり 

緑化推進 ○ 花壇などのオーナー制度の導入 

低未利用地の活用 ○ 柔軟な利用ができる「いこいの空間」の整備 ② まちなかの賑わいを高める仕組みをつくる 

まちの賑わいを高めるために、沿道の土地利用と一体となった

道路空間の活用を目指します。 

多目的な道路空間の活用 イベントの開催 ○ 歩行者天国の拡大 

基本方針 重要検討方策 提案事業 

安価な住宅供給 ○ 定期借地権の普及支援 ① 多様な世代が住むまちなかをつくる 

人口構成のバランスをとり、まちなかの活気を保ちます。 
ファミリー層の増加方策

子育て支援環境の整備 ○ 子育て支援マンションの整備支援 

マンションの高さと立地の誘導 ○ 住宅地の周辺環境の保全のための建物の高さの誘導 

建物の建設に支障となる法規制の改善 ○ 建築上の規制緩和手法の導入（連担建築物設計制度など）② 住みよいまちなかをつくる 

都市機能が充実し利便性が高い利点を活かし、多様なライフス

タイルに対応した生活環境を整えます。また、低層建物の多い

地域では、突出した高層建築による住環境の問題へも取り組み

ます。 

まちなかにふさわしい 

居住環境の推進方策 

生活環境の改善 

○ 高齢者住み替え支援（持家賃貸化支援） 

○ マンションに地域の不足施設を併設（暮らし・にぎわ

い再生事業など） 

○ 公園の整備や屋上緑化の推進 

生活者同士の交流の活性化 ○ まち単位での総合計画策定の支援 ③ 豊かさを感じられるまちなかをつくる 

長崎の原点であるまちなかのブランド性を高め、まちなかに住

みたいとの憧れを醸成し、住む人が誇りに思うまちを目指しま

す。 

まちなかのブランド力

を居住推進につなげる

方策 まちの特徴の強調 ○ 歴史、文化や景観の保全のための建物の高さの誘導 
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⑹賑わいの創出 

 

基本方針 重要検討方策 提案事業 

① まちなかへの来街促進の仕組みをつくる 

交流人口を増やすため、交通手段の充実や来街する目的の充実

を目指します。 

公共交通機関と連携した

来街促進の方策 
公共交通機関との連携 

○ 買い物と連携した公共交通機関の運賃補助 

○ エコ（環境）ポイントシステムなどの導入 

② まちなかの居心地を高める仕組みをつくる 

道路空間の柔軟な活用や来街者へのサービスの充実などによ

って、長い時間楽しめるまちを目指します。 

滞在時間を延ばす方策 楽しく過ごせる環境の創出 

○ 公共空間（道路など）の活用 

○ 滞在スペースの確保 

○ 託児子育てサービスの提供 

○ 昼の賑わいと夜の賑わいとの連携 

○ 夜型観光の充実 

③ まちなかの魅力を高める仕組みをつくる 

各地域の個性を活かし、まちなかの魅力を高めます。特に中心

商業地では、個店の魅力を高め、周辺地域との連携や店同士の

連体よって、拠点性を高めることを目指します。 

個店も組織も魅力ある

商店街を目指す方策 
商店街のマネジメント機能の高度化 

○ エリアマネジメントの導入 

○ 商店街の店舗構成再編のための運営会社設立 

○ 駐車場附置義務の緩和（店舗の連続性） 

○ 建物１階部分に店舗等の誘導 

④ まちなかの活力を高める仕組みをつくる 
多様な関係者による自主的なまちづくり活動を推奨し、多くの

力を結集した取り組みを進めます。 

地域住民、民間事業者の

自主的な活動を促す方策

地域住民・民間事業者の自主的な活動の

促進 

○ 中心市街地活性化協議会の設立 

○ 地区関係者が中心となったまちの活性化計画の策定 
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ゾーンイメージと提案事業の関係（1/2） 

54～55 

 

特にゾーンの地域特性に合った優先事業 

    （ゾーンイメージ図に掲載） 

    優先事業を参考に他地域にも適用可能な事業 

凡例 

●

○
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ゾーンイメージと提案事業の関係（2/2） 

 

特にゾーンの地域特性に合った優先事業 

    （ゾーンイメージ図に掲載） 

    優先事業を参考に他地域でも適用可能な事業 

凡例 

●

○



 

２ リーディングプロジェクト 

 

  リーディングプロジェクトは、まちづくりの先駆的な試みとして、市民、企業、

大学等と協働し、行政が主導的に取り組むものです。これによって、まちなかの

将来イメージを市民に広く伝え、民間投資やコミュニティビジネスなどの活力を

引き出すことが期待できます。 

  このような考えに沿って、以下のようなプロジェクトを提案します。 

 

 ⑴定期借地権付き住宅のモデル整備 

  子育て世代も住みやすい安価な住宅を供給するため、民間事業者が市有地を活

用して定期借地権付き住宅を供給するモデル事業を行います。こうした事業を検

証し、将来的には民間事業者が民有地を活用した事業を行うように促します。 

 

 ⑵町家など歴史的建物の活用 

  町家などの歴史的な建物を保全するため、所有者の意向も踏まえつつ、建物の

おもむきを残しながら活用する利用者を募集するモデル事業を行います。 

 

 ⑶景観まちすじ・まちかどの形成 

  地域の特性を感じる風景を保つため、まちすじ(通り)を指定した景観形成を進

めます。特に、都市計画道路を廃止すると、沿線建物が高層化する可能性もある

ことから、歴史的な風情を持つ地域を中心に、早期に取り組むこととします。ま

た、まちかどの低未利用地を借り上げ、広場として活用する取り組みも進めるこ

ととします。 

 

 

 

 

 

58 



 

 ⑷まつりをテーマとした地域づくり 

  地域のまつりに着目した地域づくりを進めます。具体的には、長崎くんちをモ

デルに、踊り町のだし物倉庫の展示兼用への見直しや、幔幕設置の促進などによ

るお上りルートの顕在化、踊り町同士の連携による地域の活性化など、まつりを

切り口にしたまちづくりを展開します。 

 

⑸まちなかの交通環境の改善 

  まちなかへの交通利便性を高めるため、例えば、各地域の中心地への直行バス

の運行や夜間の交通機関の運行時間延長、まちなか内バス、路面電車の都心回遊

性向上などを進めます。また、各種公共交通機関の乗り継ぎをスムーズにするた

め、バスや路面電車などで共通して利用できるＩＣカードの導入を促進するとと

もに、タクシーの客待ちによる交通渋滞の緩和を図るため、関係機関との協議に

より、その対策に取り組みます。 

 

⑹歩いて楽しい歩行空間の整備 

  ＪＲの駅、高速バスや船のターミナルなどの交通の結節点と、公会堂や市民

会館、図書館などの施設や中心商店街などの生活拠点、出島やグラバー園など

の観光拠点を、快適に楽しみながら歩ける回遊ルートを整備します。また、生

活に便利な施設が整っている特性を活かし、人優先の空間をより徹底するため、

車両の通行規制や速度抑制、バリアフリー化の推進など歩行者に優しい環境を

整備します。 

 

⑺まちなかの住環境とシルエットを守る高さの誘導 

  まちなかでの超高層住宅建設などにより、高さの異なる建物が混在することで、

住環境への影響が懸念されることや、港と斜面で構成されるまちのシルエットを

保つため、建物の高さの誘導に取り組みます。特に、西坂公園～諏訪神社、馬町

～南山手、松ヶ枝～西坂公園のまちなか外延のトライアングルを中心に、高さの

規制を強めます。 
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⑻中心商業地の活性化 

  長崎駅周辺の整備が進行する中で、既存中心商店街の活性化が求められており、

隣接している商店街を一つの面と捉え、一体的にマネジメントすることを推進し

ます。具体的には、個店魅力強化などについて、先行的に検討を開始している「浜

んまち」をモデル地区とし、市民主役のエリアマネジメントの先行事例となるよ

う支援します。また、そこでの検討結果を後押しするため、店舗の適正配置や駐

車場附置義務の緩和など、総合的な活性化を進めることとします。 

 

 ⑼まちなか応援団による賑わいの創出 

  まちなかの賑わいは、いわゆるパフォーマー（音楽家や芸術家など）によって

も高められます。そのため、こうした人々や団体のネットワーク強化による力の

結集と、道路での歩行者天国設置や展示スペース、ステージ空間などの場の確保

によって、パフォーマーが活動しやすい環境を整えます。 

 

 ⑽地域で支える生活支援の展開 

  まちなかへの住み替えを支援するため、住み替え希望者の現住居を若者や留学

生などへ賃貸することや、高齢者介護や子育て支援などに転用する仕組みを構築

します。また、商店街と自立支援団体が連携した買い物配送サービスなどの活動

を支援します。 
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参 考 資 料 

 

 

 
 

 

 

 

●まちなか再生計画策定検討委員会の経過 

●まちなか再生計画策定検討委員会設置要綱（委員名簿） 

●まちなかミーティングの概要 

●社会実験の概要 

 ・浜ぶら魅力アップ事業 

 ・まちなか交通環境改善社会実験 



 

■まちなか再生計画策定検討委員会 検討経過 

 

 ●平成 18年 8月 23日 

   まちなか再生計画策定検討委員会の設置 

 

 ●平成 18年 8月 23日～平成 20年 1月 15日 

 

  ＜委員会＞ 

  （委員会） 

  第１回 【日 時】平成 18年 8月 23 日（水）13:30～15:40 

      【場 所】長崎県市町村会館 

      【参加者】委員：16名 

      【議 題】１ まちなか再生計画の策定について 

           ２ まちなか再生に対する意見について 

 

  第２回 【日 時】平成 19年 3月 22 日（木）13:30～16:30 

      【場 所】長崎県市町村会館 

      【参加者】委員：16名 

      【議 題】１ 部会からの中間報告 

           ２ 委員会の中間とりまとめについて 

 

  第３回 【日 時】平成 19年 6月 15 日（金）9:30～11:30 

      【場 所】長崎県市町村会館 

      【参加者】委員：13名 

      【議 題】１ まちなか再生計画「中間とりまとめ」について 

           ２ 今後の検討課題とスケジュール 

           ３ 社会実験について 

 

  第４回 【日 時】平成 19年 11 月 20 日（火）13：30～15：30 

      【場 所】市議会 会議室 

      【参加者】委員：9名 

      【議 題】１ まちなかミーティングを踏まえたまちなかの将来像について 

           ２ まちなか再生の進め方について 

           ３ リーディングプロジェクトについて 

 

  第５回 【日 時】平成 20年１月 15日（火）10：00～１２：00 

      【場 所】長崎県市町村会館 

      【参加者】委員：13名 

      【議 題】１ まちなか再生計画策定検討委員会報告書のとりまとめ 
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  （小委員会） 

第１回 【日 時】平成 19年 4月 17 日（火）１3：00～15：30 

      【場 所】市役所別館 会議室 

      【参加者】委員：9名 

     【議 題】１ 小委員会での検討項目と進め方 

２ まちなかの将来像をイメージした“まちの骨格とゾーニング” 

３ 幹線道路網のあり方（都市計画道路の見直しの方向性） 

 

第２回 【日 時】平成 19年 4月 24 日（火）１3：00～15：30 

      【場 所】市役所別館 会議室 

      【参加者】委員：8名 

      【議 題】１ 景観シミュレーション 

      ２ まちなかの将来像をイメージした“まちの骨格とゾーニング” 

①大浦山の手線周辺地区の補助幹線ネットワークについて 

②片淵町松ヶ枝町線（思案橋～銅座橋）の整備について 

３ ゾーンの創り方 

          

第３回 【日 時】平成 19年５月１５日（火）１3：00～15：30 

      【場 所】市役所別館 会議室 

      【参加者】委員：9名 

      【議 題】１ ゾーンの創り方 

           ２ 社会実験について（経過報告）  

            

  第４回 【日 時】平成 19年６月５日（火）17：30～19：30 

      【場 所】メルカつきまち  

      【参加者】委員：9名 

      【議 題】中間取りまとめ（案）について 

            

第５回 【日 時】平成 19年 12 月 13 日（木）16：00～18：00 

      【場 所】メルカつきまち 

      【参加者】委員：8名 

【議 題】１ 浜んまち・銅座ゾーンのコンセプトについて 

                      2 まちなかの建物の高さについて 

                      3 長期未着手都市計画道路について 

                      4 まちなか再生の進め方について 

                      5 リーディングプロジェクトについて 

                      6 資金の調達方法について 

           ７ 推進体制について 
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第 6 回 【日 時】平成 19年 12 月 20 日（木）16：00～18：00 

      【場 所】長崎市男女共同参画推進センター 

      【参加者】委員：8名 

【議 題】委員会報告書（市長提出）について 

                       

 

  ＜景観と地域文化を考える部会＞ 

  （部会） 

  第１回 【日 時】平成 18年 9月 1日（金）15:00～17:00 

      【場 所】長崎市男女共同参画推進センター 

      【参加者】委員：18名 

      【議 題】１ まちなかの再生について 

           ２ まちなかの景観と地域文化の現状について 

 

  第２回 【日 時】平成 18年 11 月 7日（火）15:00～17:00 

      【場 所】長崎市男女共同参画推進センター  

      【参加者】委員：17名 

      【議 題】１ まちなかの課題の整理 

           ２ 掘り下げ課題の抽出、地区の選出 

 

  第３回 【日 時】平成 19年 1月 9日（火）15:00～17:00 

      【場 所】長崎市男女共同参画推進センター  

      【参加者】委員：17名 

      【議 題】１ 重要検討課題の抽出、地区の選定 

           ２ 課題分野別の施策抽出 

           ３ 重点施策の抽出 

 

  第４回 【日 時】平成 19年 2月 22 日（木）15:00～17:00 

      【場 所】桜町小学校地域交流センター 多目的ホール 

      【参加者】委員：15名 

      【議 題】１ 基本的方向の取りまとめ 

           ２ 中間報告（素案）の検討 

 

  第５回 【日 時】平成 19年 7月 13 日（金）15:00～17:00 

      【場 所】市議会 会議室 

      【参加者】委員：15名 

      【議 題】１ まちなか再生委員会「中間とりまとめ」の報告 

           ２ 中間とりまとめにおいて定めたゾーン毎の施策について 

           ３ 社会実験の状況報告 
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第６回 【日 時】平成 19年 8月 17 日（金）15:00～17:00 

      【場 所】長崎市男女共同参画推進センター 

      【参加者】委員：13名 

      【議 題】１ ゾーン毎のまちなかイメージ図の提案について 

           ２ 社会実験の状況報告 

 

  第７回 【日 時】平成 19年 10 月 30 日（火）15:00～17:00 

      【場 所】旧市民防火センター 会議室 

      【参加者】委員：16名 

      【議 題】１ ゾーン毎のまちなかイメージ図の確認について 

           ２ テーマ別の提案事業について 

           ３ 社会実験の報告について 

 

  （懇話会） 

  第 1 回 【日 時】平成 19年 1月 22 日（月） 15:30～17:30 

【場 所】市議会 会議室 

【参加者】委員：4名 

【議 題】１ まちなかを地区分けする（ゾーニング） 

           ２ 基本施策を検討するためのモデル地区の抽出 

           ３ 基本施策の検討 

 

  第 2 回 【日 時】平成 19年 1月 30 日（火） 14:00～16:30 

【場 所】市議会 会議室 

【参加者】委員：4名 

【議 題】１ モデル地区１（中島川・寺町地区）の問題点検討 

           ２ 基本施策の検討 

 

  第３回 【日 時】平成 19年 2月 2日（金） 14:00～16:30 

【場 所】市議会 会議室 

【参加者】委員：4名 

【議 題】１ モデル地区２（浜町地区）の問題点検討 

           ２ 基本施策の検討 

 

第 4 回 【日 時】平成 19年 2月 15 日（木） 14:00～17:00 

【場 所】長崎市職員会館 

【参加者】委員：4名 

【議 題】１ モデル地区１、２の問題点のまとめ 

           ２ まちなか区域のグランドデザインの検討 
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 ＜道路と交通を考える部会＞ 

 

  第１回 【日 時】平成 18年 8月 29 日（火）13:30～15:30 

      【場 所】長崎県市町村会館 会議室 

      【参加者】委員：21名 

      【議 題】１ まちなか再生計画の策定について 

           ２ 道路と交通に関する現状について 

 

  第２回 【日 時】平成 18年 11 月 9日（木）10:00～12:00 

      【場 所】長崎市男女共同参画推進センター 研修室 

      【参加者】委員：16名 

      【議 題】１ 都市計画道路の現状と今後のあり方について 

           ２ 道路整備とまちすじの再生について 

 

  第３回 【日 時】平成 18年 11 月 30 日（木）10:00～12:00 

      【場 所】長崎県市町村会館 会議室 

      【参加者】委員：15名 

      【議 題】１ 理念・目標・基本方針の確認について 

           ２ 重要検討課題の抽出について 

 

  第４回 【日 時】平成 19年 1月 19 日（金）14:00～16:00 

      【場 所】長崎市議会 会議室 

      【参加者】委員：16名 

      【議 題】１ 基本施策の抽出について 

           ２ 効果のある施策の抽出について 

 

  第５回 【日 時】平成 19年 2月 23 日（金）14:00～16:00 

      【場 所】長崎市防災センター 会議室 

      【参加者】委員：13名 

      【議 題】１ 基本施策の抽出と具体的な施策（案）について 

           ２ 中間方向（原案）の検討 

 

 

  第６回 【日 時】平成 19年 6月 18 日（月）14:00～16:00 

      【場 所】メルカつきまち 会議室 

      【参加者】委員：12名 

      【議 題】１ まちなか再生計画策定委員会「中間報告とりまとめ」の報告 

           ２ まちなか交通環境社会実験の実施について 
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第７回 【日 時】平成 19年 8月 10 月（金）14:00～16:00 

      【場 所】長崎県勤労福祉会館 会議室 

      【参加者】委員：10名 

      【議 題】１ ゾーン毎のまちづくりイメージの提案について 

           ２ まちなか交通環境改善社会実験の報告について 

 

  第８回 【日 時】平成 19年 11 月 1日（木）10:00～12:00 

      【場 所】長崎市男女共同参画推進センター 研修室 

      【参加者】委員：11名 

      【議 題】１ まちなか交通改善社会実験の報告について 

           ２ まちなか再生イメージ図の確認について 

           ３ テーマ別の提案事業について 

           ４ 浜ぶら魅力アップ事業の報告について 

 

 

  ＜まちなか居住と賑わいを考える部会＞ 

  （部会） 

  第１回 【日 時】平成 18年 8月 28 日（月）15:00～17:00 

      【場 所】メルカつきまち 会議室 

      【参加者】委員：14名 

      【議 題】１ 部会の進め方及び協議内容について 

           ２ 部会の理念、方針、目標の確認について 

 

  第２回 【日 時】平成 18年 10 月 24 日（火）10:00～12:00 

      【場 所】長崎市議会 会議室 

      【参加者】委員：17名 

      【議 題】１ 部会の理念、目標、基本方針の確認について 

           ２ 重要検討課題の抽出について 

           ３ アンケート・社会実験について 

 

  第３回 【日 時】平成 18年 12 月 19 日（火）15:00～17:00 

      【場 所】長崎市男女共同参画推進センター 研修室 

      【参加者】委員：16名 

      【議 題】１ 重要検討課題の確認について 

           ２ 基本施策の抽出について 

           ３ 社会実験の検討について 
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  第４回 【日 時】平成 19年 2月 20 日（火）15:00～17:00 

      【場 所】長崎市役所 大会議室 

      【参加者】委員：14名 

      【議 題】１ 基本施策の抽出について 

           ２ 社会実験について 

           ３ 中間報告（原案）の検討について 

 

  第５回 【日 時】平成 19年 6月 19 日（火）15:00～17:00 

      【場 所】市民会館 会議室 

      【参加者】委員：14名 

      【議 題】１ 中間とりまとめの報告について 

           ２ 各ゾーンのコンセプトの実現に向けた施策の議論 

           ３ 社会実験の状況報告 

 

  第６回 【日 時】平成 19年 8月 9日（木）15:00～17:00 

      【場 所】長崎市議会 会議室 

      【参加者】委員：10名 

      【議 題】１ ゾーン毎のまちなかのイメージ図の提案について 

           ２ 社会実験の状況報告 

 

  第７回 【日 時】平成 19年 10 月 26 日（金）15:00～17:00 

      【場 所】長崎県市町村会館 会議室 

      【参加者】委員：13名 

      【議 題】１ イメージ図の確認について 

           ２ テーマ別の提案事業について 

           ３ 社会実験の報告について 

 

 （懇話会） 

     【日 時】平成 19年 1月 20 日（土）10:00～15：30 

     【場 所】市民会館 

     【参加者】委員：17 名 

     【議 題】１ まちなか居住と生活拠点の賑わいについて（第 1班） 

          ２ まちなかの華やかさを支える賑わいについて（第 2班） 
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■まちなか再生計画策定検討委員会  

 

＜設置要綱＞ 

 

 （設置） 

第１条 本市の歴史的な文化・伝統を有する旧市街地（以下「まちなか」という。）を長崎な

らではの個性と魅力ある空間へと再生するための計画の策定及び長崎市中心市街地活性化

基本計画の改定に関する事項について検討するため、まちなか再生計画検討委員会（以下「委

員会」という。）を置く。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において「まちなか」とは、長崎港及び浦上川の東部に位置し、おおむね西

坂町、新大工町、及び南山手町の区域に囲まれた区域をいう。 

 

（所掌事務） 

第３条 委員会は、次に掲げる事項について検討を行う。 

 (1) まちなかの景観形成と地域文化の醸成に関すること。 

 (2) まちなかの道路と交通のあり方に関すること。 

 (3) まちなか居住推進と賑わいの創出に関すること。 

 (4) 長崎市中心市街地活性化基本計画の改定に関すること。 

 

（組織） 

第４条 委員会は、委員２０人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が指名する。 

 (1) 学識経験のある者 

 (2) 地域住民を代表する者 

 (3) 長崎伝統芸能関係者 

 (4) 商業関係者 

 (5) 関係行政機関の職員 

 (6) 長崎さるくガイド 

 (7) 市民 

３ 市長は、前項第７号に掲げる委員の選任に当たっては、公募の方法により、これを行うも

のとする。 

  

（任期） 

第５条 委員の任期は、平成２０年３月３１日までとし、委員が欠けた場合における補欠の委

員の任期は、前任者の残任期間とする。 
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 （委員長及び副委員長） 

第６条 委員会に委員長を置き、第４条第２項第１号に規定する委員のうちから、互選によっ

て定める。 

２ 委員会に副委員長 1 人を置き、委員のうちから、委員長が指名する。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

 

 （会議） 

第７条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 委員会は、必要があると認めるときは、関係人の出席を求め、その意見又は説明を聴く

ことができる。 

 

 （部会の設置） 

第８条 委員会に、専門分野の審査機関として、次の３つの部会を設ける。 

(1) 景観と地域文化を考える部会 

(2) 道路と交通を考える部会 

(3) まちなか居住と賑わいを考える部会 

２ 委員は、それぞれ１つの部会に属するものとし、市長が指名する。 

３ 部会に部会長を置き、部会長は第４条第２項第１号に規定する委員のうちから委員長が指

名する。 

４ 部会長に事故があるときは、部会に属する委員のうちから部会長があらかじめ指名する者

がその職務を代理する。 

５ 部会の会議については、第７条の規定を準用する。この場合において、同条中「委員会」

とあるのは「部会」、「委員長」とあるのは「部会長」と読み替えるものとする。 

 

 （専門委員） 

第９条 各々の部会に、専門的事項について調査検討させるため、専門委員を置く。 

２ 専門委員は、学識経験のある者その他適当と認められる者のうちから市長が指名する。 

3 専門委員の数は、１部会につき２０人以内とする。 

 

 (結果報告) 

第 10 条 部会長は、その所掌に係る事項の検討が終わったときは、速やかにその結果

を委員長に報告しなければならない。 

２ 委員長は、各々の部会から報告された検討結果を委員会に諮るものとする。 

３ 委員長は、第３条各号に規定する事項について検討が終わったときは、速やかにそ

の結果を市長に報告しなければならない。 
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（庶務） 

第 11 条 委員会の庶務は、都市計画部まちづくり推進室において処理する。 

 

 （委任） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、委員会及び部会の運営に関し必要な事項は、

委員長が委員会に諮って定める。 

 

  附則 

この要綱は、平成 18年 4月 3日から施行し、平成 20年３月 31日限り、その効力を失う。 

  附則 

この要綱は、平成 18年 7月 14 日から施行し、平成 20年 3月 31 日限り、その効力を失

う。 

  附則 

この要綱は、平成１9年 4月 1日から施行し、平成 20年 3月 31 日限り、その効力を失う。 
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＜名 簿＞ 

（五十音順 敬称略） 

■まちなか再生計画策定検討委員会 

 阿野 史子 国土交通省道路ルネッサンス研究会 委員  

 井石 八千代 長崎商工会議所女性会 会長  

 大田 由紀 長崎放送株式会社報道局 映報部長兼ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ部長  

 折式田 豊 長崎市保健環境自治連合会 会長 H18.8～18.12 在任 

 池田 政徳 長崎市保健環境自治連合会 会長 H19.3～在任 

○ 木須 照章 株式会社長崎経済研究所 常務取締役  

 桐野 耕一 さるくプロデューサー  

 佐々木 勝英 公募委員  

 鮫島 和夫 長崎総合科学大学工学部建築学科 教授  

 田中 直英 長崎商工会議所 副会頭  

 棚橋 由彦 長崎大学工学部社会開発工学科 教授 H18.8～19.3 在任

 中田 慶子 ＮＰＯ法人ＤＶ防止ながさき 代表  

 本田 貞勝 長崎新聞 取締役論説委員長  

 原田 博二 長崎歴史文化博物館長崎歴史文化研究所 所長  

 松川 京子 長崎県建築士会女性委員会 委員長  

 宮坂 正英 長崎純心大学人文学部比較文化学科 教授  

 山口 純哉 長崎大学経済学部総合経済学科 准教授  

◎ 脇田 安大 財団法人ながさき地域政策研究所 理事長  

◎委員長  ○副委員長 

 

■景観と地域文化を考える部会 

 井石 八千代 長崎商工会議所女性会 会長  

 折式田 豊 長崎市保健環境自治連合会 会長 H18.8～18.12 在任 

 川良 真理 有限会社ザ・ながさき 主幹  

 木須 照章 株式会社長崎経済研究所 常務取締役  

 小林 喜平太 長崎商工会議所観光コンベンション振興委員会 委員長  

 白鳥 純子 さるくガイド  

 鈴木 茂之 長崎商工会議所青年部 会長  

 田嶋 晶子 有限会社九州経営情報分析センター 所長  

 段原 恭一 十善寺地区連合自治会 会長  

 寺坂 繁春 浪の平地区連合自治会 会長  

○ 原田 博二 長崎歴史文化博物館長崎歴史文化研究所 所長  

 堀江 義信 長崎県屋外広告美術協同組合 理事長  

 松川 京子 長崎県建築士会女性委員会 委員長  

◎ 宮坂 正英 長崎純心大学人文学部比較文化学科 教授  
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 三好 定和 株式会社三省設計事務所 代表取締役  

 村上 久子 桜町地区連合自治会長 会長  

 村田 明久 長崎総合科学大学工学部建築学科 教授  

 山口 洋三 長崎県まちづくり推進局景観まちづくり室 室長  

 山下 寛一 長崎伝統芸能振興会 委員  

 楊 爾嗣 長崎くんち塾 塾長  

◎部会長  ○部会長代理 

 

■道路と交通を考える部会 

◎ 阿野 史子 国土交通省道路ルネッサンス研究会 委員 H19.4 より部会長 

 池田 政徳 北大浦地区連合自治会 会長  

 江下 善夫 長崎市交通安全協会連合会 会長  

 大田 由紀 長崎放送株式会社報道局 映報部長兼ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ部長  

 金沢 明美 長崎市主婦の会Ａ班 班長  

 貞住 史華 さるくプロデューサー  

 川瀬 智子 長崎県建築士会長崎支部 理事  

 佐藤 龍太郎 長崎商工会議所交通対策委員会 委員長  

 島田 昌志 長崎二輪車安全普及協会 業務部長  

◎ 棚橋 由彦 長崎大学工学部社会開発工学科 教授 H18.8～19.3 在任 

 永尾 政貴 仁田地区連合自治会 会長  

 中嶋 美暢 長崎商工会議所女性会 副会長  

 針屋 武士 伊良林校区連合自治会 会長  

 福島 龍平 長崎県駐車場協会 事務局長  

 本田 貞勝 長崎新聞 取締役論説委員長  

 松本 豊晴 長崎市中通り商店街振興組合 理事長  

 光冨 英造 元浜町地区共同荷捌きジステム研究会 委員長  

 山下 洋子 長崎市交通安全母の会連合会 理事  

 吉原 孝 磨屋校区連合自治会 会長  

○ 山口 純哉 長崎大学経済学部総合経済学科 准教授 H19.4 より部会長代理 

 山口 裕俊 長崎県長崎警察署 交通課長 H18.8～19.3 在任 

 吉岡 秋人 長崎県長崎警察署 交通課長 Ｈ19.5～在任 

◎部会長  ○部会長代理 

 

■まちなか居住と賑わいを考える部会 

○ 石丸 忠重 長崎市中央地区商店街連合会 会長  

 浦 武 上長崎地区自治会連合会 会長  

 呉 祐一朗 長崎県土木部まちづくり推進局 局長  

 桐野 耕一 さるくプロデューサー  
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 佐々木 勝英 公募委員  

◎ 鮫島 和夫 長崎総合科学大学工学部建築学科 教授  

 柴田 英敏 西坂地区連合自治会 会長  

 城尾 忠明 有限会社マイティー・スパロウ 代表取締役  

 副島 都志子 社団法人長崎県看護協会県南ブロック協議会 会長  

 嵩下 稚枝子 長崎商工会議所女性会 副会長  

 田中 直英 長崎商工会議所 副会頭  

 鉄川 進 鉄川進１級建築士事務所 代表者  

 寺田 貴子 活水女子大学健康生活学部生活デザイン学科 准教授  

 中田 慶子 ＮＰＯ法人ＤＶ防止ながさき 代表  

 中山 大子 リフォームアドバイザー  

 西川 英惠 ＮＰＯ法人子育てネットながさき 代表理事  

 林田 昭典 南大浦地区連合自治会 会長 H18.8～18.12 在任 

 本田 時夫 浜市商店連合会 理事  

 脇田 安大 財団法人ながさき地域政策研究所 理事長  

 渡辺 泰輔 長崎総合鑑定株式会社 代表取締役  

◎部会長  ○部会長代理 

   ※役職名は就任時点で記述しています。 
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 ■まちなかミーティングの概要 

 

 １ 開催主旨 

   まちなか再生計画を検討している委員会が主体となって、検討の途中段階で、その主な

内容について、地域の方々と意見を交わし、地域の考え方を理解した上で、計画策定に活

かしていくために開催する。 

 

 ２ 議題及び委員会の提案 

   ●まちなかの将来像と各ゾーンのまちづくりの方向性について 

    ⇒将来像：①歴史や文化を実感し発信するまちなか ②多様な世代が暮らしたくなるまちなか 

         ③人々が集い賑わうまちなか ④地域力・市民力が創造するまちなか 

    ⇒各ゾーンのまちづくり方向：ゾーン毎のコンセプトとまちづくりの方針を提示 別紙参照 

   ●まちなかの建物高さ制限の必要性について 

    ⇒まちなか全域で高さを規制（周辺環境に配慮された計画は緩和） 

     特に歴史的景観等の保護が必要な地域や通りは加えて個別に規制 

     文化財や重要な観光地の周辺及びそこからの眺望なども加えて個別に規制 

   ●長期未着手都市計画道路の見直しの方向性について 

    ⇒基本的には廃止の方向で進める。 

 

 ３ 内 容 

■ゾーンミーティング 

□進行 ①委員会より議題に対する考え方を提案 

    ②会場との意見交換 （アンケートでの意見聴取） 

日付 対象ゾーン 出席委員（五十音順） 参加者数 アンケート回収数

8/20 西坂、諏訪の森、新大工 原田、宮坂、脇田 35 名 28 

8/23 江戸町、桜町、出島、常盤 阿野、木須、鮫島 25 名 19 

8/27 館内、新地、東山手、南山手 阿野、木須、宮坂 45 名 29 

8/28 浜んまち、銅座 鮫島、本田、山口、脇田 49 名 21 

8/30 中島川、寺町、丸山 阿野、鮫島、宮坂、脇田 27 名 19 

小計 181 名 116 

■全体ミーティング 

□進行 ①委員会より議題及びゾーンミィテングでの意見紹介 

    ②各部会長よりゾーンミーティングの意見を踏まえた取り組みの方向性を提案

    ③会場との意見交換 （アンケートでの意見聴取） 

    ④委員長による総括 

日付 出席委員（五十音順） 参加者数 アンケート回収数

9/27 阿野、石丸、木須、桐野、鮫島、宮坂、脇田 51 名 5 
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  ＜ミーティングの状況＞ 

 

  ■地域別ミーティング状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■全体ミーティング状況 
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 ４ 結 果 

   ●まちなかの将来像と各ゾーンのまちづくりの方向性について 

    ・委員会の提案が概ね了解される。 

   ●まちなかの建物高さ制限の必要性について 

    ・建物の高さ規制を行う必要があるとの意見が大半であるが、規制の高さや範囲につ

いては、具体的な議論を深める必要が提起された。 

   ●長期未着手都市計画道路の見直しの方向性について 

    ・基本的には計画を廃止する方向に賛成の意見が多数であったが、利害関係者や地域

への説明と理解を得ること必要性も併せて提起された。 

 

 ５ まとめ 

●まちなかの将来像の実現に向け、地域、企業、行政などが協働し、お互いの特性を活

かしつつ総力を上げて努力する。 

   ●まちなか再生の基本姿勢として、地域が主体に地域毎の総合計画を作成し、その実現

に向けた地域が活動することとする。 

   ●市は、集中と選択の考え方によって、意欲的にまちづくりを進める地域に対し、集中

的、効率的に支援する。 
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 【参考 アンケート調査（地域別ミーティング）の結果】 
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 ■浜ぶら魅力アップ事業（社会実験） 
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 ■まちなか交通環境社会実験（社会実験） 
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